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３．総合評価 

社会保障に関する国民の関心が益々高まる中、多くの研究が喫緊の行政ニーズを反映して

おり、それらの成果が、少子化、医療、年金、介護、社会福祉等、各局横断的に社会保障全

般に係る厚生労働行政に活用されている。また、中長期的観点に立った社会保障施策の検討

を行う上で必要な基礎的な理論、データを蓄積する研究を行っている。今後とも、厚生労働

行政の企画立案、効果的運営のため、本事業の推進が必要である。 

 

４．参考（概要図） 

政策科学総合研究事業

政 策 科 学 推 進 研 究 に つ い て

社会保障分野は幅広く、部局横断的に、社会科学系を中心とする研究課題を設定。
行政施策の企画立案及び効率的な実施に資する研究を推進。

■少子高齢化の進行・人口減少社会の到来等に対応できる「安心な」社会保障制度等の確立

「世帯・個人の経済・生活
状況と社会保障に関する研究」

「社会保障分野における厚
生労働行政施策の効率的な
推進等に関する研究」

「社会・経済構造の変化と社
会保障に関する研究」

◆人口減少の局面への突入

◆社会保障に関する制度改正の検証

◆厚生労働施策や制度改正に関する広報を充実
させる必要性

・人口構造の変化と社会保障の
相互関係に関する研究

・社会保障制度の国際比較研究
等

・社会保障制度における低所得者
の取扱に関する研究

・格差と社会保障の在り方に
関する研究

・セーフティネット機能の在り方
についての研究

等

・厚生労働省施策に関する
広報の推進に関する研究

・医療と介護の連携について
の研究

等

◆「社会保障国民会議」
社会・経済構造の変化に伴い、年金制度、
高齢期保障、医療・介護サービス、
少子化対策・仕事と生活の調和が重点課題

◆「厚生労働行政の在り方に関する懇談会」
根拠（エビデンス）に基づく政策の立案

等
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・統計情報の有効活用を促進し、統計にかかる情報発信を向上させる。

○ データの二次利用促進（匿名データやオーダーメード集計等） 等

・厚生労働統計の高度分析の観点から新たな手法を開発する。

○ 大規模縦断（パネル）データについて系時的変化の把握・高度分析 等

・効率的な統計作成に向けての高度処理技術を開発する。

○ 行政記録情報の活用等による効率的な統計作成 等

② 厚生労働統計情報の高度処理システムの開発

③ 厚 生 労 働 統 計 の 高 度 分 析

① 厚生労働統計の調査手法及び精度の向上

④ 厚 生 労 働 統 計 情 報 の 情 報 発 信

・厚生労働統計の精度を向上させ、有用性を高める。

○ ICD（国際疾病分類）やICF（国際生活機能分類）の動向を踏まえた国際

比較性の向上 等

（＊情報技術に精通した若手のための育成枠を設ける。）  


